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β及び γ崩壊,電子散乱,γ,〟,〟.,打 等の吸収,核のモーメン トetc
間の相関を,主として核構造の研究方法を用いて調べる｡
代表者及び o提案説明者
山 門 勝 美 (早大理工) o大 坪 久 夫 (阪大基礎工)
広 岡 正 彦 (阪大教養)
参 加 者
主要 メンバー約 15名,大学院生約 15名
時 期















tions (1969年 1月 )に於て ,案験の現状が整理され,新しいデータ
ーも加わ り,い くつかの理論的な試みも討議された｡我々はこの会議の前
に小規模Jo)研究会を開 くことを考えたが,財政的理由から実現できなか っ












o藤 井 寛 治 (北大理) ′上 沼 通 二 (基 研)
中 川 昌 美 (名大理)
研究会開催希望時期

















見なおし,比較検討 して間題点を探 り出すことを試みたい ｡ 分野 としては
超伝導,液体ヘ リウム,稀薄合金,磁性,顕子分子などの物性論に於ける
分野 と原子核の分野を考えている｡昨年は物性U-)分野で非線型 uJ)揺動の問
題 を主として研究会を持 ったが,これを拡張 しようとい うものである｡
研究会 は 2回に分け,1回目は問題点の提起 と各分野の共通理解 を深め
るための も'r)を, 2由 削 ま1回削こ出た閑適点を卿 こ探 くつっこんだ討論
をしたい と考えている ｡ また, 1970年に東都で低温 U-)再陸会商が蘭か
れるV)で,低温物理学の分野に入るものを,樽にカを入れ中豊 と若手の刀
を結集 して研究会をみの りあるもの としたい ｡
世話人及び o提案説明者
伊豆山 健 夫
黒 ′田 義 浩
宗 田 敏 雄





斯 波 弘 行 (予定)




研究会 第 1回 5月項 八王子か京都 50人





4 . 火 の 玉 の 研 究
?■
内 容
昨 年 に ひ き つ づ い て , 高エネルギー及び超高エネルギーーの多要発生で 観
測 さ れ ,る 火 の 玉 の 研 究 を 行なう｡実験的には発生層エマルション ･チェ ン
バ ー の 直 接 観 測 そ の 他 に よ って,火の玉のもつ階層性が益々は っきりして
き た ｡ こ の 間 題 を め ぐ っ て 理論家と討論を重ねて素粒子の内部構造の問題
を 明 ら か に し た い ｡
代表 者 及 び ○摸 案 説 明 者
藤 本 陽 一 ○長谷川 俊 一 (早大)






1･ ｢素粒子の模型 と構造 ｣研究計画による共同研究は,初期8,TUま堺 田模型
完全対称性理論･名古屋模型等を中心に展開され,その成 果は Pr?gre･ss
･Supplemenや No･19(.1961)にまとめられた D
その後多 く′?共鳴状態の発見;バ リオンの分類,弱い相互作用の研究 な
どで実験的知識の集積にともなって 1965年頃より坂田模型or?.lrbarcヱ1
′に関する模型がさらに発展 させられ,ハ ドロン族の複合模型的解釈 も- そ





際 的 に 大 き な 研究 分 野 を 形 成 す る よ う に な り ′, 国 内 で も こ の 方 面 り 研究 が
多 く の 人 々 の 手 で 進 め ら れ る 段 階 に ∴な っ て き た ｡ こ の .た め も あ っ て 人 数 や
金 額 の ′ト さ く 限 ら れ た 規 模 で , こ の 研 究 計 画 を こ の ま ま 進 め る こ と に 種 々
の 困 難 が あ ら わ れ て き た ｡
2･ しか し , 一 方 , ｢ 素 粒 子 の 模 型 と 構 造 ｣ 研 究 計 画 の 本 質 的 確 軍 琴 隼 立 ち
かえって 考 え れ ば , 坂 田 模 型 や 名 古 屋 模 型 が 施 起 し た 課 題 , す な わ ち 素 粒
子概念の分析, s u b - h a d_r c n i c l e v e l に お け る 新 し い 質 な い し 契 体 の
追求 とい う方向は,今 日 あ ら た め て 重 要 な 意 味 を も っ て い る と 考 え ら れ る .
たとえば,ハドロンC/j譜 性 質 の 特 徴 を 明 ら か に ,す る 上 で , c h i r a l s y m 一
metry (+PCAC) による 低 エ ネ ル ギ 一 現 象 の 分 析 , 共 鳴 領 域 と 高 エ ネ
ルギー領域との統-的記述に関 す る 最 近 O-) 試 み な ど も , 上 記 の 意 味 で の
｢模型と構造 ｣の研究が従来の成果 の う え に 今 後 新 し い i d_e a を 得 て 進 め
られるための一つの素材を提供 している も の と 思 わ れ る O ま た , 弱 い 相 互
作用に関 しても解明をせまられている一連の重要 問 題 が あ り , 加 え て 近 い
将釆にニュー トリノ物理(r)本格的な発異も期待されてい る ｡ こ れ ら i羊 レ プ
トンの構造の問題をふ くめて素粒子模型のより深い理解に手か か り を 与 え
るのであろ う｡
5･ 前項のような問題意識をもって,素粒子理論の新たな発展の途を探るた
めに (強 ･弱両相互作用の問題をふ くめ) flund.amentalな研究,討論を
目的 とする研究会を44年度に2回程度行ないたい｡
出席人数 (招待者) 約 15名/ 1回
必要旅餐総額
研究会世話人
飯 塚 童五郎 (`名大理) 石 ′田 晋 (日大理工)
檀 J'原 正 行 (九大埋) 牧 二 郎 (基 ∴研)
益し,川 敏 英 (名大理･):I
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北 門 新 作 (京大基研) 矢 吹 治 - (京大数理研)
･宮 村 修 (東北大理)
研究会開催予定
場 所 京大基研 '
日 時 4- 5月
















参 加 人員 : 約 25名 ー
研究会 日程 : 9月中旬 5日間
世 話 人 : 戸 田 盛 和 , 松 原 武 生 ,
松 田 博 嗣
森
3.核 構 造
Proft=.lSE3Cr冒.A.Bethe が来年 10月～ 11月来 日し, 1ケ月基研
に滞在し,核物質に関する lec･,turleを数回行なう予定になっている｡







(2) 骸構造の模型 と有効相互作用の問題 ｡
･■3) 帯い励起状態の問題 (最近の突験で示唆 されている興味ある励起状態
の問題を中心に)
代表者 高 木 修 二 , 有 馬 朗 人 , 宇田川 猛 ,′･








天体物理で最 も興味{Dあるものの一つに quasi-stellar 〇1)gectS
(as°) があるo Q′SOの理論的な研究は, ¶ 銀河の構造 と進化 〝の研
究会 を通 じて進められ,qsoは銀河の進化の最 もa占tive (爆発)な段
階であることが示されたO最近の観潮によると,中心核の activeな銀
河である Seyferも,galaxyは規模は小 さいが,QSOに非常に類似 して
いる現象を示すことが明らかになった. このことは Q,SOが銀河中心核 の
爆発現象であるとする上記の考えを証拠づけている｡
爆発の機構に関しては 1964年 'パイル理論 "が出されて以来,その
後つっこんだ理論の展開はなされていなかった. 我々は roLSO+Seyfert








藤 本 光 昭 (名大理) o中 野 武 豊 (京大基研)





昨年 9月にもたれた ｢素粒子の時空記述 ｣研究会では,Prc)g.Suppユ･
にまとめられた成果をふまえて,今後の問題点が討論JざれたOそこでの結
論 (素研 58 Nc.4,･p16)ー とし七
一25-
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ロ) 因 果 律
ハ) 鉱がった素粒子り相互醇用
ニ) 素粒子の時空記述の立場からの VeneYJiano理論を検討 ｡
に焦点をあてて,短期研究会をもつ ことを提案する｡
摸案者 湯 川 秀 樹 , 片 山 泰 久 , 閏 中 正
時 期 11月頃 5日間
規 模 参加者 20名程度
6.ResonanOeと素粒子の複合性について
内 容







得ていない｡ この様な問題 を更に進める為には,どこまでが haaronの
1evelで理解できる問題であるのか? 複合性の反映 として確実にとら
え うる現象は何か ? 複合性の本質, consti･tuentの実体のもつ性格等
を,一つ一つ明らかにして行 くことが,現時点において重要であるO又,




た とえば Reso-Regge-Dljality. Rescnanceprod_ucti〇n
prccess, momerltum tranefer などによる Resc.の reacticn
に果す役割等を明らかにするO
世話人及び o提案説明者
小 出 義 夫 (広大理)
青 井 博 明 (東工大理)
参加人員 約 20名
時 期 9月下旬 (約 5日間)

























鈴 木 英 彦 o板 東 昌 子
研究会参加予定者数 55名程度








い う approachは充分でない ことを示唆している oむしろ ,それら相互
の内的関連を重視 してい くことが重要であろ う｡一方,｢素粒 子とは何か｣
を考えてい く上で,これまでにも原子核物理から多 くの教訓を汲みとるこ
とができたし,とくに素粒子の複合的構造を明らかにしてい くためには,












伸 rea′rrangement a_i8.gramX,冒,Zの性質 0
2. 原子核 と素粒 子の anC-Llogy
(‖ 多体 系の特徴 (norilc'cality,relaLtivistic-の拡張)
(i) 複合的性格が どこに現わ,ll/るか (統計性 - harclcore)
伸 反粒子 ,mes〇nの存在 に 4:争異質性
5･ 二Reggepoletneoryと複合性
(H consて)lraCV
① 原理的にはあ り得 る として,それが現在 まで に調べ られた反応 ,
現象等に現われてい るのかど うか O
⑧ cross c*leekを正確に行な うこ と｡
伸 (mass)2- SPin.Jrajec'TJCryの Iineとも1,iT,:,r
meson l〕aryCn ともに J- ･早S+ b で あ り,かつ a-1は何
故か
4･ multi‡)1〔ラPrOd∴lCticri
川 twc -D･Ll吋 ,quasitv7°翫 坤 の寄与を giiYli｡lから引 ききると
何が残 るか ｡
(嗣 twc t,cdy T,rOCeSSと宇宙線領域 における冒豊子, SH量子, I
等 との関連 ｡
(ii) S.質.瓦.において複合的性格が どの ように現われ るのかO,
(iv) multipleprcd_uctiorlIの とり扱い ｡
5. その他 ,複合模型 との関連にLおいて重要であると思われる現象をどの
ように理解す るか,例えば 川 前方,後 方の角分布に現われる.､姐p冊




rule その他)(舶 diffractic,n車は何か. 伸 vectc)rd･cmina′-
ncem〇d.elの validity
丑 規模 やや大きい研究会 (約 20名)
代表者及び o提案説明者
o坂 東 昌 子 (京大)
井 町 昌 弘 (九大)
.時 期 7月中頃
















福 留 秀 雄
基 研 武 野 正 三
開催希望時期
昭和 44年 7月頃 5日間









今年の ｢三者 (素粒子 ･原子墜 ･宇宙線)若手夏の学校 ｣において,各
校若手の 日常活動を基礎にして,若手研究者の研究状況 etc.をけん虚に
出しあい,｢若手研究者の現状と将来 ｣とい うテーマに坂 り組みたい¢ ′
代 表 者 白 藤 忠 彦 (京大 素粒子Dl)
絵 胡 研 一 (九大 核理M2)
舞 原 (京大 宇宙線 D2)
提案説明者 自 藤 忠 彦 (京大 素粒子D l)
系 永 - 憲 (京大 核理 Dl)
舞 原 (京大 宇宙線 D2)
開催希望時間 8月上旬 1週間

























< ¢1lH座1> を変形パ ラメーター∂を変えることによって最小にす
るiその解を (13に採用するO次に (2)を求めるには
+ a2+a25-1
a21く 0∂1川 82>+a12a2?< 2h⊥2F,8112炉 2p82>
+ a15a25く 41J･r4p61i4h-4p82> - 0
とい う条件から
a,2= fl(a21,∂2) a25=9(a,1,∂2) 0≦ 極 2.1≦1 (射
とい うふ うに等けるので,





まる 己0の 二Form ra(!･torを計算 してみたい｡
計算手順
1. 各変形パラメーターごとに Nilssc'rlHamiltoniarlを解 く｡
2･ その解を使 って total Hamiltcnianを最′恒こするような解を求
める｡
5･ 振幅の一つを o≦a21≦ 1の範囲内で変え･同時に変形パ ラメータ･
-を変えて .tcLtal Hamiltcnianを最小にする解を見つける｡
4. 各 スピンごとt,iHartreefield_の解をみつけるために intrinSic





平 田 道 教
12.物性若手夏の学校
物性若手グループが毎年主催 している夏の学校は,次代を担 う若手研究
者が一望に会 し,共通のテ一一マについて学習 し (全体講義)叉 ,同じ分野
の人々が,人的交歓-,意見交流,啓発しあ う (サブ ･グループ活動)場 と
して,10数年に亘る着実な活動を行なってお り,69年度も各校,各職
場若手研究者多数の強い希望を受けて開催します｡方針は,第 1に基礎に
なる問題 ,第 2に今後若妻研究者の活躍が期待される分野,U)並列を計画 し
てお ります｡ところで,夏の学校運営の諸経費 (印刷費,旅費,宿泊費,
講師費)は,全額参加者負担となってお り,年々の諸費上昇のため,個人
負担が重 くなることが予想 されます｡ つ きましては,若手研究者に対する












内 藤 正 美 (東工大理学部物理 ･新薬研 M 2)
開催 時 期





モ レキュ ー ル型 研,究 計 画
1.非周期系の固有モー ドに関する数値実験
内 容









南 栄 (群居大工) O嘱 淳 一 (北大埋)
会合の開催希望期間







まだ全面的には展開されていない｡ごく最近寺尾 と勝木 (物性研究 11











o勝 木 浸 (信州大学理学部)












にその周辺の現象をいろいろなモデルで分析 し,それを通 して新 しい
d_yriamicsを探って行 くO その際 高 エネルギーにおける吸収の効果を こ
れまでの一つの発展として C加 nnel~C〇uplingを考慮することに よ り
検討して行 くO これと平行 して,これまであま り研究がなされていない 数
GeV- 1DGeV におけるデータ (lange出 における aq/dtと
Polarizaもicnを含めた)の現象論的分析 も進めるO
代 表 者
金 田 博 行 (新潟大学) 喜久川 政 吉 (広大理)
広 重 ･昇 (大阪市大原子力)
参加予定着
金 由 博 行 (新潟大学) 広 墓 昇 (大阪市大慮子力)
-55-
:r.iI:日
喜久川 政 吉 (広大理) 猪 野 武 敏 (島根大文理)
岸 洋 介 (京大理) 矢 野 . 忠 (愛媛大工)
小 林 正 典 (広大埋) 塩 原 正 雄 (広大理)
計 8名
4.f-節 sile11核 の Hartree-Fock 滋ethodによる研究
内 容
f-p 響 ell領即 )核に関する研究は,理論的にも･実験的に も･最
近着手 されたはか りであま り行なわれていない｡この研究の目的は,この
領域の核の性質の特徴 と,その原因について しらべることである｡この領
域の核の特徴の一つは,篠を構成する neutrcPと protcnの数のちがい
が次第に大 きくな り,28-magi(了を境 として夫々異なる main shrjユユ
を占めるようになることである｡ このことから,核子数 28の Shellの
性質をしらべること,特にその擦, neutronと pr〇七cmの数の IL･u-lt,a-
1anceとの関連において I.i- P intera.CTJiong)効果をしら下ることに
よって.この領域の核の特徴を明らかにするための手がかりが得 られるこ
とが期待 される｡
我 々は , 実験データーの整理を行な うと共に, hTartree-Foc･,k
･metho且を用いて,28-甲agH,核を中心にして,ヮeutron s士1elユ･と
preton sheユ1のちがいを横顔的に導入し, singlepL-irticle/state
における isospi.n mixingを考える｡叉, 40ca一ccr(_)の excitat-
icnすなわち majcr sheユI mixin座を入れる｡
代表者及び o提案説明者
o末 包 昌 太
参 加 者
佐 々木 潔 (日大習志野) 殿 壕 勲 (革大工)
田 沢 輝 武 (東大教餐) 由 良 (大阪市大理)




6回, 1回につ き 1週 間滞在
場 所
東 大核研 , 大阪 市立 大学
5.原 子 核 間 相 /互.作 用
内 容
この研 究課 韻の 目的は ,原 子核 に現 われた現象 を通 じて ,短距 離 の強 い
力で結合 した複 合粒 子間の相 互 作用 の特徴 を調べ る こ とで ある｡軽 い原 子
核 間 の散乱 及 び重 イオ ン反応 の実験 デ ー ターの集積 と共 に ,核 子 - ･核.敬
乱で成功 した単純 な光学 ポ テン シャルでは理解 で きない現象 が 出て きて い
る. ここでは ,現象論的解析 よ りほ 9現象論 的に はあ る程度整塵 されて い
るが ,理論的理解 が 出来てい ない問題 を中心 に,構 成粒 子間の 基本 カか ら
原子核 間の相互 醇用 を導 出 して,現象 論的分析 の根拠 を与 える ことに重 点
をお くO問題 としては ,て
い) S穀核 間 の低 角運動量 状態 に現 われ る Pauli原理 に よる*心斥 力
(非結合 的 な場合 )の導 出の一般 的 な定 式化 o結合的に なる場合 (- 休
場-の静 行 )との対 比 っ
伸 中心斥 力の高 エネル ギーでの吸収- の転化の機構 ｡
輔 p穀核 間 の相 互 作用 として, 16oJ 60, 12C-12C 等にみ られ る
R分子的 "共鳴状 態 の成 因｡
(iv) 一般に ,強い非局 所 ポテンシャルの 挙る場合の 2体 問題 とその 場 合 の
複合性 の効 果 との関連 ｡
(V) 核 力の 中心斥 力等弁理的につ なが る間接 も取 上げたい O
代 表 者 玉 垣 良 三
研究連絡 を主 とす る｡
参 加 者 間井宋 二 (新潟 大) 斎 藤 栄 ,玉垣 良三 (基 研 )
和 田正信 (日大) 安野､ 愈 (名大) 東 略 (京 大 )





私達はヨーS方程式を基礎にした核力 (特に S‡lCrもrang force)の
Mod_elの確立を目指しています.
















､'o畠 田 敏 行 (北大理) 伊 藤 仁 之 (近畿大理工)
田 中 富士男 (奈良高専) 野 田 松太郎 (阪市大理)
開催藤期 ･方法




















斎 藤 信 彦 磯 .月 芳 徳 .
京 大 理
寺 一本 英 尾 噛 正 明
京 大 化 研




として,我 々は ｢模型 と構造 ｣の立場か らの Weak 工nt.の現象の分析＼
を試みる｡

















我々は ur･bar･yonsをいわゆる ｢粒子 ｣として扱 ったときに生ずる矛
盾をあはき出し,そしてその困華が,模型の修正 ･改良によって救える
のか,あるいは もはや力学そのものの改革 までを要求 しているのかを,
見きわめるべ きである｡そのような日的意識の上で9我々は差 し当って
は, もう少し我々の qlarteT,mod.E)1に立 った分析を押 し進めてみる




までを考えてこそ,はじめて意味を持 って くる｡ すでに Na･goya
m〇d.el, Hircshima mod.elなどが提唱されているが,これらはま
だまだ検討 ･発展が必要である｡ また,最近 cabibbcangleの





村 山 昭 浩 (北大理) 紺 野 公 明 (日大理工)
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｢基研畿究部員会議｣
中 村 勝 也 (日大理工) o中 華 義 ∴夫･(広大理)
勝 矢 光 昭 (広大理)
会合の開催希望時間
5月に会合 (場合に よっては変更するかもしれない)






(a) 非周期系の問題をグリーン関数の方法で解 こうとい う試みを進めてお
り,過去 1- 2年の間にかなりの成果をあげて来た｡今年は これをさら
に発展 させ!.函数諭的立霧から,非周期系に特有のい くつかの物性を導
き出す予定である｡




o米 沢 富葉子 (京大基研) 長谷川 津 (京大理)
参加予定者
京 大 埋 中 村 充 伸 , 小 山 費一郎

































- 6月 5D日中に到着するよう御投票下さい -
日本学術傘読物琴学研究連絡委員会の委員は,本年 1月の第 7期 日本学術 会
議の発足により,改選 されることになっていましたが,近 日中にその改善が行
なわれることにな りました. 第 6期 (1964.1- 1966.1)にお け る 物










1. 投票用紙 : 会誌本号表紙に添付の ものを用いること｡ 投票は無記名 と
する｡
･2. 期 限 : 6月_50,日正午までに到着するように送ること｡
5. 送 り 先 : 本会事務所
4. そ の 他 : 第 1次選挙規則を参照のこと占
A.趣 旨
日本学術全盛には稜々の専門分野虹ついて, 仇研究連絡要償会 ガがおかれ ,
それぞれの分野における国際および軍内の研究連絡に当ってい る｡ 物理学研 究
連絡委員会 (以下 BUKP工 と略記するO)はその一つで,物理学関係の国際
会議への代表の選考,推薦,日本で開催する国際会議に関係する問題の検討 を
行な うと同時に,わが国における物理学の研究の振興方策に関係する諸問題 の
審議等を行なっている (これに関しては本号 :569ページの "物理学研究連















る科学行政上の問題を取 り扱 うためには,全会員による一般投票に よって選挙




選挙人を選び V その選挙人が第 2次選挙で推薦すべ き委員を決定する方法をと
ることになった｡
B.第 1次選挙規則 (全会貞からの授章によ り選挙人を選定する方法)
(1) この選挙権者および被選挙権者は 日本物理学会会員とする ｡












iV (実験装置 ,測 定 ,真空 ,放 電 , プ ラズマ ,償 融合 ,光 学 お よび光 学擁
械 ,放射線 物理 ,音響 ,物 理学 史,物理 教育 等 う
(射 選挙 人の定 員は 150人 とす る.
嘩) 各 会 員は 5人の連 記投票 をす る o
その際投 票用 紙 には 5人の氏 名 と,その各 々の属 する と考 え る専門 分野 と
を書 く｡
専 門分野 を記 入 し難い 場合 は記 入 しな くともよい 0
5人以下の記 入 も有効 とす る｡
(6) 開票 に当 っては専 門分野の 記入 の あ る票 を専 門分野毎 に集 計 し, 1 10人
を或票数に 比例 して 4つの専 門分野に配 分 す るO その上 で各 分野 で得 票順 に
その分野の定 員 に達 す るまで 当選者 とす る o
ただ し,最下位 に同点者 が ある場令 には , これ らは当選者 としない ｡
.(7) 上記の当選者 を除 き,専門の 記入の ない 票 を も加 えた総得 票数 を集 計 し,




















王･d_ 宇 宙 線
∬ ･a 物性基礎論 ･統計力学 ･極低温
q ･b 高分子 ･生体物理
∬･C 応用数学 ･力学
旺 ･ a 原子分子 ･磁気吸収 ･量子エYク トロニクス
並･t, 固体理論
1R ･C 磁性の突験
Ⅷ ･d. 格子欠陥 ･金属 ･塑性の実塵
取 ･e 半導体 ･光物性 ･誘電体の実験
駈･f X線 ･電子線 ･結晶構造
Ⅳ･a 実験装置 ･測定 ･其空 ･放射線物理 ･物理学史 ･物理教育
Ⅳ･b 光学 ･音響












有 山 兼 孝
篠 田 軍 治
伏 見 康 治
山 口 省太郎
小 谷 正 雄 坂 田 昌 一
朝 永 挨一郎 広 棋 徳太郎












日本学術会議会員および前項 1)による当選者を加えたものの うち, 4
人以上が同一研究機関に属しているときは,その研究機関に属するものは
























米注 専門吏員の決定にはこの原則は適用しないO 学長など,いずれの部局にも構さないも .
のは,上記の数に入れない,.また兼務のあるものは奄務の所轟機関とするo
a.選 挙 の 日程
6月50日 第 1次選挙の投票期限





日本学術会善物理学研究連絡委員会 (以下物研連 と略記)の委員は 日本学術
会番全員と同じく5年なので,第 8期 日本学術会議の発足 (196,9年 1'月)
にともなって,近 く改善 されることになっている｡
第 7期 (1966年 1月- 1969年 1月)の物研連委員の崇数は40人で











1L968年 10月 28日の凄 員会議において,選挙規則大綱案がまとめられ る
に至 った｡
そこで,この大綱案 とその後の特務委員会における討稀をもとにして,以下
の選挙規則 (莱)がまとめられたのである｡ この案は｡委員会議は もちろんの
こと,5月末から4月にかけての年会の際の各分科やそれぞれの研究者 グルー


















(11 基礎理論 ･素粒子 ･原子核 ･宇宙線
(21 団体埋論 ･磁性 ･格子欠陥 ･金属 ･塑性 ･半導体 ･光物性 t誘電体 ･
Ⅹ線 ･粒子線 ･結晶構造などの固体物性
(3) 物性基礎給 ･統計力学 ･高分子 ･生体物理 ･原子分子 ･量子エレク ト
ロニクスなど物性一般
(4) 応用数学 ･流体力学 ･放射線物理 ･放電 ･プラズマ ･核融合 ･物理学
史 ･物理教育など物理一般





4. 有 権 者








6. 他薦 お よび 自薦
他薦 (Alまた は魯 蒋 脚 の あった者 の り′ス トは投 票用 紙 と ともに有 権者に
送付 す る｡ (A)お よ､び 匝日 .､ずれ の推薦 も,溌 票締切 り日の 目前 までに
氏 名 ･年令 ･所 簡 ･5名以上 の推薦著 名 ･第 2項 の Ⅰか らⅣまで の専門 別
(一つ とは限 らない )をつ け て選挙管 理委 員会 に とどけ 出 る必要 が ある｡他
薦 につ いては ,必 らず本 人の承 諾書 をつ け る もの とすろ ｡団体か らの推薦 も
(A)に準 じて受付 け るが ,その ときに はその団体 に所 属 す る有権者 5名以上
の氏 名 を附 記 す るもの.とす る｡
7. 投票用 紙等 の 送付
選挙 管理委 員会は有権者 に投 票 用紙 とと もに選挙規 則 ･投 票用 封筒 .第 6
項 の他薦 お よび 自薦者 の リストを送付 す る もの と-す るO リネトには ,氏 名･年
令 ･所 属 ･専門 別 ･他薦 自薦 の別 ･他薦 につ いては 推鱒 著 名 (1ー 0名以上の
場合 には最初 の 10名の氏 名 と推薦者 数 )を記 す る もの-とす る｡
8.投 票
投票は無記名とし,6名連記;その うちの 4名につい ては 専門 別 を指定 す
るものとする.2つ以上の専門に関係する者 へ の 投 票 に も専 門別は 1つだけ
記入する｡投票は,示された締切りの日時 ま で に 到 着 す る よ う に , 所 定 の 封
蘭に入れて選挙管理委員会に送付するもの と す る ｡
9.開票と当選者決定
選挙管理委員会は次の順序に従って,当選 者 を 決 定 す る ｡
(1専門を指定した投票について,各分野 毎 に , 得 票 数 の 多 い 者 か ら 順 に
4名を当選者とする｡
2つ以上の分野において同一人が当 選 し た 場 合 は , 得 票 率 (そ の 人 の
その分野の得票数÷その分野の全投票 数 ) の 高 い 分 野 で 当 選 し た も の と
するO
(2)上記当選者を除き,専門を指定しな い 票 も 加 え た 全 得 票 順 に 定 員 に 達
するまでを当選者とする｡
ただし
,(a)同一研究機関内(大学にあって は 学 部 ･研 究 所 を 単 位 と す る o 学 長
など,いずれの帝局にも属さない 者 は 別 に あ つ か う ) か ら の 当 選 者 が
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資粁想 二1
4名に適 した ときには,その研究機関からはそれ以上を当選者 としな
い｡ この場合 (1)の蘭噂では碍票率の高い順に当選 した もの と考える｡
(I) 同点者が出たときの順位決定は次の方法でおこな う｡
(b-1) 専門別当選者決定にあた っては,総得票数o')多い方を当選者 と








(2) 良-下の投票は連記の うちからその部分だけ無効 とする',
(2-1) 第 1項に関係する日本学術全額会員の氏名を書いた孜票
(2-2) 被選挙権のない者の氏名を書いた授業
(2-5) 専門を指定すべ き欄に専門を指定 していない投票





















学致棄貧困そのものか ら生じていることは自明である｡ ただ, ここではそれ等
の丁駁論を書 く? もり.はな く,'間置を非常に穣限 して9-般研究 A,f3と綜
合研究 A,Bに分頑されている科学研究費の配分と審査に鞠する問題点のみ-を
取 り上げる｡




一般研究各類,綜合研究 A,f3は夫々その 目的 と金成についての指定があ る｡
先ず問題にしたいのは,現実に決定された研究費の･比率が,現在の制度を認 め
たとして も決 して適当であると思えないことである｡ 高橋報告-(物理学会誌
25 (1968) 945) によって計算すると次表の ようになる｡ (辞退があ
ったから高橋報告の決定が実施 されたのでばない｡)
44年度 科学研究顔の比較
27,241 ･1t,1:69 5,0-5ニ5二 201
-55-
資料l†
これをみると,一般研究 と綜合研究の一件当 りの平均額の比は, A類で5対
1,3類で約 4対 1になっている. さらに,参加研究者の一人当 りの平均額に
すると恐 ら~く200対 1以上か羊もなるのではないかと思 う｡
一般研究と綜合研究は別のカテゴリーに属するものだから;上記のよ うな比
較をすることが無意味であるといった反論が生じるであろ う｡ 実際 ,一般研究






機関研究費 (現在の一波研究 A,-P,)が ,乏しい大学の経常予算のわくを越
える研究設備 を各大学に可能にしてきた畢 舞は認めてもよい｡具体的には,例
えば磁気共鳴装贋が全国の大学に普及し,ヘ リウム液化機 さえも珍 らしいもの
でな くなっている｡ しかし,機関研究に よる設備拡充があらゆる場合ヰこ於て本
当に研究成果をあげてきたといい うるであろ うか｡実情は ｡立派な成果をあげ




ある｡ 従 って,綜合研究に於てたとえ乏 しい研究費であっても,何 らの成果 も
あげることなしに浪愛されてしまったとい うケースはまった くない . それに反
して,一般研究の場合,綜合研究に瞭べて比較に もならない巨頭の研究費が少















段階での審査結果 としての意味を認めることが出来 よう｡ しか し,･現実には ,
少数研究者の思わ くのみで申請が行なわれ,機関順位は学部間や当事者間の 板
引, くじ引き,回 りもち等の科学的叡拠のない方法で行なわれていることが あ







二重,三重の浪費が起 ることになるO 機関研究 ･一般研究 A,Tdについて追跡
調査をしてみれば,容易にこのような具体的ケースをいくつか,指摘できるで
あろ う｡













計画 された研究であって も場合に よっては成果をあげることので きないケース
も起 るで あろ う｡しか し,この ようなケースは,最初から何 も期待で きないこ
とが明瞭 な研究を行な うのとは本質的に異なってい る｡可能性を探究する科学
的冒険に投資す ることを全面的に否定 してはならないことはい うまで もない｡
結論に代えて,二,三の提案をしたい｡まず,科学研究費の使用区分による
制限を撤廃 して,研究旅費,研究的会合に要する経費を,その グループの目的
に応 じて合法的に且つ 自主的に使用できるように したい｡
技術的 な会計操作に よってのみ,現実の要求に対応する現状は精神衛生上 よ
くない ｡
綜合研究については,一般研究 A,B と釣合を とるために,一･一件当 りの研究
費をす くなくとも,現在の数倍にすべきであろ う ･｡ さらに,綜合研究は,本来
ある程度O-.)長期継続性 をもってい るので あるから,継続的な研究費 を保証する
ために,義朝 ある程度の基金 (物理部門で約 10億程度)を設定 して,毎年そ
の利息分を研究費にあてるC との基金 と班編成は 5- 10年程度の期間で頗討
す る､｡




勿論,ここで提案 した以外にも多 くの改革案が考えられ るであろ う｡ したが
って, この際それらの具体的な改革案や現行のノ研究費配分についての批判を,
他方面から公表 してもらって,寒行可能 な も.のか ら改善 してゆ く運動を進めて
は どうであろ うか｡
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